


















法（EZ）と outgrowth 法（OG）を用いて、DF 及び PDL から抜去歯由来幹細胞（DSCs）を分離した。得られ
た 4つの異なる細胞種を各々DF-EZ 群、DF-OG 群、PDL-EZ 群、PDL-OG 群とした。各群について、in vitro
では増殖能、表面抗原、遺伝子発現、多分化能を検討した。In vivo での硬組織形成能評価では、各細胞
をハイドロキシアパタイトと混在させたものを SCID マウスへ移植し、組織形成を組織学的に観察した。
本研究で得られた計 4種の細胞群は、in vitro において間葉系幹細胞マーカーに陽性であり、胚性幹（ES）
細胞／人工多能性幹（iPS）細胞関連遺伝子を発現し、多分化能を有していた。セメント質関連遺伝子は、
PDL-OG 群が最も高発現した。In vivo の評価では、細胞を移植したすべての群で硬組織様組織の形成がみ
られた。DF-EZ 群、PDL-EZ 群、PDL-OG 群の移植片は免疫染色においてセメント質マーカーに陽性を示し、








と in vivo での硬組織形成能の両面から比較解析した点にある。本研究で得られた採取組織と分離法が異
なる 4 つの細胞集団は、いずれも間葉系幹細胞マーカー陽性であり、幹細胞関連遺伝子を発現し、また、
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